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11月 November鬼のまち くらしのカレンダー

日 医院名・電話番号

３
宇和島徳洲会病院☎22－2811
吉田内科泌尿器科医院☎25－1330
市立宇和島病院小児科☎25－1111

７
松﨑クリニック☎58－4828
あべ医院☎32－2616
市立宇和島病院小児科☎25－1111

14
鈴木整形外科・外科☎52－0104
永井内科医院☎32－6688
こおり小児科☎24－5633

21
溜尾整形外科☎52－3133
富山医院☎45－0360
上田小児科☎25－0100

23
口羽外科胃腸科医院☎32－5000
大野内科医院☎45－0141
市立宇和島病院小児科☎25－1111

28
篠原医院☎45－3370
くきた内科クリニック☎26－2260
市立宇和島病院小児科☎25－1111

休日当番医 健康診査・がん検診等
日 場所 受付時間 健診(※) 子宮がん 乳がん 肺がんCT

８ 日吉保健センター
9:00～11:30

－ － ○ －
13:00～15:30

９ 三島公民館
9:00～11:30

－ － ○ －
13:00～14:30

14 広見体育センター
8:30～11:30 ○ － ○ ○
9:30～11:30 － ○（体･頸） － －

15 広見保健センター
9:00～11:00

－ － － ○
13:00～15:00

17 広見保健センター
9:00～11:30

－ － ○ －
13:00～15:00

18 広見保健センター
9:00～11:30

－ － ○ －
13:00～14:30

19 広見保健センター
9:00～11:30

－ － ○ －
13:00～14:30

25 好藤公民館 9:00～12:00 － － ○ －
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CONTENTS_ 目次今月の表紙
　９月21日、泉小学
校横の田んぼで行わ
れた古代米の稲刈り。
刈 り 取 る 稲 を 手 に
いっぱいに握りしめ
ながら、実りの秋を
感じていました。

人口と世帯数　9月30日現在
人　口 9,789人 （－20）
男　性  4,582人 （－ 8）
女　性   5,207人 （－12）
世帯数  4,947世帯（－14）

※（　 ）は前月比です。

※健康診査・胃・大腸・前立腺・肝炎

日　SUN 月　MON 火　TUE 水　WED 木　THU 金　FRI 土　SAT

10/31 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 12/1 12/2 12/3 12/4

Ｐ 近永・泉

Ｐ 近永・泉

Ｐ 好藤・愛治・三島

Ｐ 好藤・愛治・三島

犬

人犬

古 泉

古 三島・日吉

犬 日吉Ｐ

犬 日吉Ｐ

勤労感謝の日

文化の日

英

英

英

Ｐ
…人権・心配ごと・行政相談　　…古紙回収日
…ペットボトル回収日　　…犬・ねこ引取日
…エイダとクリスデールの英会話教室

人
犬

古

英



PICK UP
【令和２年度 鬼北町財政状況の公表】　　まちの財政を公表します
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　決算の概要と財政状況についてお知らせします。令和２年度の決算については９月議会定例会で承認
されました。前年度と比較して歳入は20.45％、歳出19.81％と大幅に増加しています。主にコロナウ
イルス感染症対策事業や特別定額給付金給付事業によるものです。歳入歳出差引額から翌年度繰越額を
引いた実質収支は黒字でした。また、特別会計、企業会計も安定した事業運営となっています。
　財政健全化の指標である実質公債費比率は前年度指標からさらに改善し、財政状況は健全に運営され
ているものと判断できます。

（Ｒ3.3.31 現在　　人口　9,877人　　世帯数　4,975世帯）

歳　入　科　目 Ｒ２決算額（千円） Ｒ元決算額（千円） 増減率（％） 住民1人当たり（円）1世帯当たり（円）
町 税 904,345 899,910 0.49 91,561 181,778
地 方 譲 与 税 112,666 87,777 28.35 11,407 22,646
利 子 割 交 付 金 1,195 1,201 △ 0.50 121 240
配 当 割 交 付 金 3,131 3,707 △ 15.54 317 629
株式等譲渡所得割交付金 4,223 2,176 94.07 428 849
地 方 消 費 税 交 付 金 216,416 175,253 23.49 21,911 43,501
環 境 性 能 割 交 付 金 4,665 － 74.59 472 938
地 方 特 例 交 付 金 6,414 30,326 △ 78.85 649 1,289
地 方 交 付 税 3,609,562 3,433,860 5.12 365,451 725,540
交通安全対策特別交付金 1,120 1,025 9.27 113 225
分 担 金 及 び 負 担 金 41,467 57,739 △ 28.18 4,198 8,335
使 用 料 及 び 手 数 料 132,071 139,395 △ 5.25 13,372 26,547
国 庫 支 出 金 2,099,937 636,472 229.93 212,609 422,098
県 支 出 金 702,034 746,091 △ 5.91 71,078 141,112
財 産 収 入 25,234 26,758 △ 5.69 2,555 5,072
寄 附 金 61,737 39,232 57.36 6,251 12,409
繰 入 金 99,148 352,121 △ 71.84 10,038 19,929
繰 越 金 145,801 213,124 △ 31.59 14,762 29,307
諸 収 入 250,825 149,128 68.19 25,395 50,417
町 債 1,009,423 825,918 22.22 102,199 202,899
法 人 事 業 税 交 付 金 2,890 0 皆増 293 581
自動車取得税交付金 0 8,712 皆減 0 0
合 計 9,434,304 7,832,596 20.45 955,179 1,896,342

歳　出　科　目 Ｒ２決算額（千円） Ｒ元決算額（千円） 増減率（％） 住民1人当たり（円）1世帯当たり（円）
議 会 費 62,187 63,190 △ 1.59 6,296 12,500
総 務 費 1,885,489 1,825,054 3.31 190,897 378,993
民 生 費 2,753,262 1,712,571 60.77 278,755 553,420
衛 生 費 761,716 742,897 2.53 77,120 153,109
農 林 水 産 業 費 686,761 522,612 31.41 69,531 138,042
商 工 費 255,521 125,431 103.71 25,870 51,361
土 木 費 629,192 357,468 76.01 63,703 126,471
消 防 費 98,898 70,470 40.34 10,013 19,879
教 育 費 740,542 923,036 △ 19.77 74,976 148,853
災 害 復 旧 費 548,955 548,529 0.08 55,579 110,343
公 債 費 787,202 795,538 △ 1.05 79,701 158,232
合 計 9,209,722 7,686,795 19.81 932,441 1,851,200

会　　計　　名 歳　入 歳　出 差　引
用品調達特別会計 13,191 13,191 0
住宅新築資金等貸付事業特別会計 1,670 1,609 61
国民健康保険特別会計 1,159,461 1,152,051 7,410
国民健康保険診療所特別会計 173,577 173,515 62
農業集落排水事業特別会計 82,381 82,328 53
浄化槽市町村整備推進事業特別会計 56,630 56,603 27
介護保険特別会計 1,616,271 1,576,845 39,426
後期高齢者医療保険特別会計 172,790 169,671 3,119

（1）収入及び支出の概況、（2）住民負担の状況
【一般会計】

【特別会計】         単位：千円
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水 道 事 業 会 計 総　収　益 総　費　用 差　　引 一般会計からの補助負担金
（ 収 益 的 収 支 ） 398,391 302,747 95,644 19,000
（ 資 本 的 収 支 ） 208,222 345,255 △ 137,033 80,000
病 院 事 業 会 計 総　収　益 総　費　用 差　　引 一般会計からの補助負担金

（ 収 益 的 収 支 ） 973,096 920,365 52,731 243,451
（ 資 本 的 収 支 ） 20,478 25,196 △ 4,718 5

区　　　　　　　　　分 令和元年度末現在高 令和２年度借入額 令和２年度償還額 令和２年度末現在高
住宅新築資金等貸付事業特別会計 650 0 321 329
国民健康保険診療所特別会計 3,241 0 332 2,909
農業集落排水事業特別会計 348,077 4,400 26,676 325,801
浄化槽市町村整備推進事業特別会計 125,947 8,600 6,747 127,800
水道事業会計 1,986,767 115,700 210,155 1,892,312
病院事業会計 117,655 13,300 11,256 119,699

合　　　　　　　　　計 2,582,337 142,000 255,487 2,468,850

（3）公営企業の経理の概況  単位：千円

【特別会計・企業会計】          単位：千円

（4）基金（一般会計）
　基金の総額は、対前年度１億７，０６２万５千円の増となりました。主な原因は、今後の大規模事業に備えるため

「公共施設等整備管理基金」に１億４，４５７万７千円の積立てを行ったことによるものです。今後も財政の安定化
のため、適切な基金の取り崩しと、目的に応じた積立てを図っていきます。

【基金の推移（一般会計）】

（5）公債費（一般会計）
　公債費の残高は、対前年度７億５，４５２万７千円の増となりました。鬼北総合公園施設の空調整備事業などの実
施によって借入額が１０億９４２万３千円となり、元金償還額の７億６，３９５万円を上回ったことによるものです。

【公債費の推移（一般会計）】

収益的収支… 企業の経営活動に経常的な収支のこと。収入はサービスの提供による料金などで、支出は施設を
維持管理するために必要な費用、人件費、減価償却費、借入金の支払利息である。

資本的収支… 企業の建設改良事業に伴う収支のこと。収入は工事負担金や借入金である企業債などで、支出は
施設を整備充実させるために必要な工事費、人件費、企業債の元金償還金である。

（消費税及び地方消費税抜き）

単位：千円

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 
年度末現在高 3,105,895 3,408,147 4,032,472 4,066,259 4,095,816 4,466,270 4,756,195 4,710,077 4,823,072 4,993,697

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

単位：千円

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度
年度末現在高 7,643,568 7,359,353 7,219,684 7,102,484 7,192,565 7,665,977 7,626,742 7,888,085 7,987,334 8,232,807

6,000,000

7,000,000

8,000,000

9,000,000
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項　　　目 説　　　明 Ｒ２年度 Ｒ元年度 早期健全
化基準

財政再生
基　　準

①実質赤字比率 普通会計の実質赤字が標準財政規模に占める割合 ― ― 15.0 20.0

②連結実質赤字比率 全会計の実質赤字が標準財政規模に占める割合 ― ― 20.0 30.0

③実質公債費比率 一般会計等が負担する借金返済額（企業会計、一部
事務組合を含む）が標準財政規模に占める割合 5.8 5.9 25.0 35.0

④将来負担比率
一般会計等が将来負担すべき債務（企業会計、一部
事務組合、地方公社、三セクを含む）標準財政規模
に占める割合

― ― 350.0

項　　　目 Ｒ２年度 Ｒ元年度
水道事業会計 ― ―
病院事業会計 ― ―
農業集落排水事業特別会計 ― ―
浄化槽市町村整備推進事業特別会計 ― ―

令和２年度決算に基づく鬼北町財政健全化判断比率および資金不足比率について
　地方公共団体の財政健全化に関する法律により財政健全化判断比率と資金不足比率を公表します。

【健全化判断比率】          単位：％

【資金不足比率】

健全化判断比率については、いずれも低いほど財政状
況が健全であると言えます。
①②とも黒字であったため「数値なし」。
③はイエローカードと呼ばれる早期健全化基準と比較
するとこれを下回っており、前年と比較すると改善し
ています。
④は将来負担額がマイナスとなったため、「数値なし」。

資金不足比率については、地方公営企業法適用、非適
用のいずれの会計も資金不足は生じていません。

社会保障４経費およびその他社会保障施策について
　令和２年度の消費税および地方消費税の引き上げ分の税収については、社会保障４経費（年金・医療・介護・
子育て）や、その他の社会保障施策に要する経費に使用しました。

【歳入】
地方消費税交付金（社会保障財源化分）

119,809千円

【歳出】
社会保障４経費その他社会保障施策に
要する経費

1,597,284千円

8.6
7.0 6.1 5.9

5.8

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

H28 H29 Ｈ30 R元 R２

実質公債費比率の推移 

財政再生基準

早期健全化基準

28.9

0.0
2.8

0.0 0.0
0

20

40

H28 H29 Ｈ30 R元 R2

将来負担比率の推移 

事業名 決算額
特 定 財 源 一 般 財 源

国・県支出金 地方債他 地方消費税
交付金 その他

社会福祉 648,565 362,639 41,522 27,393 217,011
社会保険 598,064 118,566 0 53,741 425,757
保健衛生 350,655 3,729 5,202 38,675 303,049
合　　計 1,597,284 484,934 46,724 119,809 945,817

※事務費および人件費は、決算額から除外しています。

単位：千円
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鬼
北
町
議
会
９
月
定
例
会

　

第
３
回
鬼
北
町
議
会
定
例
会
は
９
月
16
、
17
、
22
日
の
３
日
間
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
で
は
承
認
１
件
、
議
案
24
件
、
同
意
１
件
、
発
議
１
件
が
提
案
さ
れ
、

26
件
が
可
決
、
認
定
、
１
件
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

承
　
認

●
町
長
の
専
決
処
分
（
令
和
３
年
度
鬼
北
町

国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
））
の
承
認
に
つ
い
て

議
　
案

●
鬼
北
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

●
鬼
北
町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
特
例
条
例
に
つ
い
て

●
鬼
北
町
個
人
情
報
保
護
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
の
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

●
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
の
共
同
処
理

事
務
構
成
団
体
か
ら
の
脱
退
に
伴
う
財
産
処

分
に
つ
い
て

●
工
事
請
負
契
約
（
減
容
化
装
置
設
置
工
事
）

の
締
結
に
つ
い
て

●
工
事
請
負
契
約（
史
跡
等
妙
寺
旧
境
内
ガ

イ
ダ
ン
ス
施
設
建
設
工
事
）の
締
結
に
つ
い
て

●
工
事
請
負
契
約
（
令
和
３
年
度
通
信
系
光

送
出
設
備
更
新
工
事
（
第
１
期
））
の
締
結

に
つ
い
て

●
工
事
請
負
契
約
（
鬼
北
町
立
広
見
中
学
校

改
築
工
事
（
空
調
衛
生
設
備
工
事
））
の
締

結
に
つ
い
て

●
鬼
北
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
策

定
に
つ
い
て

●
令
和
２
年
度
鬼
北
町
一
般
会
計
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

●
令
和
２
年
度
鬼
北
町
用
品
調
達
特
別
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
２
年
度
鬼
北
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸

付
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
２
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
２
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険
診
療

所
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
２
年
度
鬼
北
町
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
２
年
度
鬼
北
町
浄
化
槽
市
町
村
整
備

推
進
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
２
年
度
鬼
北
町
介
護
保
険
特
別
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
２
年
度
鬼
北
町
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
２
年
度
鬼
北
町
水
道
事
業
会
計
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
２
年
度
鬼
北
町
病
院
事
業
会
計
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
３
年
度
鬼
北
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）
に
つ
い
て

●
令
和
３
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

●
令
和
３
年
度
鬼
北
町
病
院
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

同
　
意

●
鬼
北
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

発
　
議

●
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対

処
し
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

（
案
）
に
つ
い
て

　
　
　
一
　 

　
般
　 

　
質
　 

　
問

◆
赤
　
松
　 

俊
　
二
　
議
員

【
町
道
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
】

問
小
規
模
な
落
石
が
発
生
し
通
行
に
支
障
を

き
た
し
て
い
る
町
道
が
あ
る
が
、
町
道
改
良

整
備
に
係
る
調
査
・
計
画
を
実
施
す
る
考
え

は
な
い
か
。

答
町
道
改
良
は
、
地
元
の
皆
さ
ま
の
要
望
等

に
基
づ
き
、
改
良
が
必
要
な
路
線
を
調
査
す

る
と
と
も
に
、
補
助
金
や
起
債
等
の
財
源
を

調
整
し
な
が
ら
、
事
業
費
を
中
期
行
財
政
計

画
に
計
上
し
、
計
画
的
に
測
量
設
計
お
よ
び

改
良
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。
小
規
模
な
落

石
等
で
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
箇
所

に
つ
い
て
は
、
地
元
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を

踏
ま
え
、
防
災
工
事
・
局
部
改
良
工
事
と
い

う
形
で
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
建
設
課
職
員
が
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
と
称
し

て
、
日
時
・
路
線
等
を
定
め
、
計
画
的
に
調

査
す
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
が
、
各
工
事
現

場
、
作
業
現
場
、
立
会
を
求
め
ら
れ
た
現
地

等
へ
出
向
く
際
に
、
異
常
が
な
い
か
目
視
で

確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
町
内
の
郵
便
局
と

「
地
域
に
お
け
る
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
て
お
り
、
道
路
の
異
常
を
発
見
し
た

場
合
は
、
速
や
か
に
報
告
を
も
ら
っ
て
い
る
。

問
町
道
へ
の
樹
木
の
越
境
に
対
す
る
町
の
対

応
に
つ
い
て
。

答
道
路
へ
張
り
出
し
た
樹
木
の
管
理
は
、
民

法
、
道
路
法
等
の
法
的
な
根
拠
か
ら
、
所
有

者
の
責
任
に
お
い
て
行
っ
て
も
ら
う
が
、
台

風
・
大
雨
等
の
後
の
倒
木
な
ど
で
通
行
に
支

障
を
及
ぼ
す
よ
う
な
緊
急
の
場
合
は
、
建
設

課
に
お
い
て
伐
採
、
撤
去
を
行
っ
て
い
る
。

【
大
学
、
専
門
学
校
等
へ
の
進
学
者
に
対
す

る
支
援
策
に
つ
い
て
】

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

ア
ル
バ
イ
ト
収
入
が
な
く
な
る
な
ど
学
生
の

危
機
的
な
状
況
が
心
配
さ
れ
て
い
る
が
、
奨

学
金
を
借
り
て
進
学
す
る
学
生
に
対
し
て
支

援
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
鬼
北
町
育
英
奨
学
金
制
度
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
等
を
受
け
た

方
の
返
済
を
１
年
間
猶
予
し
て
い
る
。
ま
た
、

令
和
２
年
度
に
は
大
学
生
等
の
保
護
者
に
対

し
、
大
学
生
等
１
人
当
た
り
10
万
円
の
生
活

応
援
給
付
金
を
支
給
し
た
。
本
年
度
も
同
様

に
10
万
円
の
給
付
金
を
支
給
し
た
い
と
考
え

て
お
り
、
補
正
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

問
本
町
に
就
職
す
る
若
者
を
対
象
に
し
た
助

成
制
度
等
を
設
け
る
考
え
は
な
い
か
。

答
当
町
で
は
、
国
家
資
格
・
検
定
の
取
得
に

要
す
る
費
用
を
補
助
す
る
資
格
取
得
支
援
事

業
、
新
た
に
事
業
展
開
す
る
際
の
開
業
に
係

る
経
費
を
補
助
す
る
起
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助

金
、
学
生
の
雇
用
を
受
け
入
れ
た
事
業
者
に

対
し
１
人
当
た
り
50
万
円
を
補
助
す
る
定
住

化
雇
用
促
進
事
業
奨
励
金
と
い
っ
た
「
鬼
の

ま
ち
で
暮
ら
す
・
働
く
支
援
事
業
」
を
実
施

し
て
い
る
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
差
別
防

止
対
策
に
つ
い
て
】

問
町
の
こ
れ
ま
で
の
コ
ロ
ナ
感
染
者
へ
の
差

別
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
と
、
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
。

答
令
和
２
年
度
に
は
、
婦
人
会
会
員
が
制
作
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し
た
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
と
、
町
内
小
中
学
校

児
童
生
徒
た
ち
が
書
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー

ド
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
用
意
し
た
花
火
を
添
え
、
全

児
童
生
徒
に
配
布
し
、
い
じ
め
や
差
別
を
な

く
す
意
識
啓
発
が
図
ら
れ
た
。
ま
た
、
シ

ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
運
動
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー
や
ス

テ
ッ
カ
ー
を
作
成
・
配
布
し
、
意
識
啓
発
を

図
っ
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
回
覧
、
広
報
に
て
周
知
・
啓
発
を

行
い
、
差
別
の
な
い
町
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◆
坂
　
本
　 

一
　
仁
　
議
員

【
猫
の
飼
い
方
に
つ
い
て
】

問
猫
の
糞
尿
被
害
や
、
軒
下
や
床
下
で
猫
が

死
ん
で
い
た
と
耳
に
し
た
が
、
飼
い
主
等
に

丁
寧
な
飼
い
方
や
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る

か
。

答
近
隣
住
民
へ
迷
惑
を
か
け
て
い
る
場
合

は
、
飼
い
主
や
飼
い
猫
の
迷
惑
行
為
が
特
定

で
き
れ
ば
、
ご
自
宅
へ
訪
問
し
、
直
接
指
導

を
行
う
と
と
も
に
、
回
覧
や
環
境
だ
よ
り
、

告
知
放
送
な
ど
に
よ
り
適
正
な
飼
い
方
に
つ

い
て
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。
野
良
猫
は
、

駆
除
目
的
で
の
捕
獲
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い

た
め
、
家
屋
等
に
野
良
猫
が
入
ら
な
い
対
策

を
自
己
防
衛
に
よ
り
講
じ
て
も
ら
う
な
ど
対

策
方
法
に
つ
い
て
助
言
し
て
い
る
。
ま
た
、

猫
の
不
妊
去
勢
手
術
費
用
に
対
す
る
補
助
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。

問
野
良
猫
の
餌
付
け
に
つ
い
て
、
苦
情
等
が

あ
れ
ば
対
処
し
て
も
ら
え
る
の
か
。

答
苦
情
や
相
談
が
あ
れ
ば
、
現
地
で
餌
付
け

行
為
の
確
認
が
出
来
た
段
階
で
、
宇
和
島
保

健
所
と
連
携
し
、
行
為
者
に
対
し
て
野
良
猫

の
適
正
な
関
わ
り
方
に
つ
い
て
指
導
を
行
っ

て
い
る
。

【
伝
統
芸
能
、
地
域
活
性
化
集
団
に
つ
い
て
】

問
町
内
の
伝
統
芸
能
・
地
域
活
性
化
集
団
は
、

担
い
手
不
足
が
深
刻
化
し
、
継
続
す
る
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
が
、
広
報
誌
な
ど
を
使
っ

て
、
町
民
に
団
体
を
広
く
紹
介
し
て
い
る
か
。

答
各
団
体
の
活
動
は
、
広
報
、
各
地
域
の
公

民
館
報
、
文
化
協
会
だ
よ
り
等
の
各
種
機
関

誌
で
紹
介
し
て
い
る
が
、
誌
面
の
制
限
が
あ

り
、
十
分
な
紹
介
が
で
き
て
い
な
い
と
考
え

て
い
る
。
各
団
体
と
も
協
議
し
な
が
ら
、
随

時
、
紹
介
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

◆
中
　
山
　 

定
　
則
　
議
員

【
広
報
き
ほ
く
に
つ
い
て
】

問
各
課
の
町
政
情
報
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
年

間
を
通
し
て
計
画
的
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
。

答
新
し
い
補
助
制
度
の
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
情

報
は
、
適
宜
掲
載
し
て
お
り
、
今
後
も
順
次

掲
載
し
て
い
き
た
い
。
計
画
的
な
掲
載
に
つ

い
て
も
、
誌
面
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
再
検
討

し
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
町
の
重
要
施
策
の
必
要
性
周
知
、
政
策
形

成
過
程
の
情
報
提
供
に
よ
る
町
民
意
見
の
反

映
に
関
す
る
内
容
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
。

答
重
要
施
策
は
、
各
課
で
策
定
す
る
計
画
に

基
づ
き
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
な
ど
町
民
の
意
見
を
聴

取
し
、
計
画
策
定
に
反
映
さ
せ
て
い
る
が
、

意
見
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
の
み
掲
載
し
て

お
り
、
広
報
誌
等
で
は
誌
面
の
関
係
上
、
掲

載
し
て
い
な
い
。
今
後
は
、
広
報
誌
等
で
も
、

貴
重
な
意
見
等
は
抜
粋
し
て
掲
載
す
る
な

ど
、
掲
載
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問
町
が
有
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
（
町
民
・

自
然
・
文
化
な
ど
）
や
特
徴
的
な
施
策
な
ど

を
町
内
外
に
発
信
し
て
い
る
か
。

答
広
報
誌
で
町
が
有
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
源

や
施
策
な
ど
に
つ
い
て
、
町
内
外
に
紹
介
で

き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

問
広
報
き
ほ
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
回
覧
、

ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
な
ど
広
報
媒
体
と
相
互

に
連
携
、
補
完
で
き
て
い
る
か
。

答
各
媒
体
に
よ
っ
て
、
期
間
や
お
知
ら
せ
時

期
が
違
っ
て
お
り
、
同
時
期
で
の
周
知
は
困

難
で
あ
る
が
、
媒
体
の
特
徴
を
活
か
し
て
、

相
互
に
補
完
し
、
連
携
で
き
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

問
各
課
の
職
員
で
構
成
さ
れ
た
広
報
編
集
委

員
会
を
設
置
し
て
、「
広
報
き
ほ
く
」
の
作

成
を
全
庁
で
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

答
各
課
の
職
員
を
招
集
し
、
委
員
会
を
設
置

し
て
内
容
を
協
議
す
る
こ
と
も
広
報
誌
の
在

り
方
を
検
討
す
る
上
で
は
有
効
な
手
段
だ
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
各
関
係
課
長
、
担
当
者

と
も
協
議
を
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

【
Ｊ
Ｒ
近
永
駅
舎
改
築
に
つ
い
て
】

問
12
月
議
会
提
案
に
向
け
て
、
Ｊ
Ｒ
近
永
駅

整
備
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
関
係
機
関

と
の
協
議
、
調
整
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
く
考
え
か
。

答
地
域
住
民
や
北
宇
和
高
校
、
行
政
を
交
え

て
「
近
永
駅
周
辺
賑
わ
い
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
、
９
月
か
ら
開
催
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
意
見
集
約
し
、
必
要
な
と
き
に
は
、
随
時

報
告
を
行
う
。
ま
た
、
用
地
取
得
に
向
け
て

事
務
を
進
め
て
お
り
、
現
在
、
用
地
の
分
筆
測

量
等
も
終
了
し
、
10
月
上
旬
に
は
、
土
地
取

得
の
契
約
が
成
立
す
る
運
び
に
な
っ
て
い
る
。

【
避
難
情
報
等
に
つ
い
て
】

問
気
象
庁
、
県
等
が
発
表
す
る
大
雨
警
報
、

洪
水
警
報
等
は
、
警
戒
レ
ベ
ル
３
相
当
情
報

と
な
っ
て
い
る
が
、
大
雨
警
報
、
洪
水
警
報

等
が
発
表
さ
れ
た
場
合
、
鬼
北
町
は
警
戒
レ

ベ
ル
３
を
発
令
す
る
考
え
で
あ
る
か
。

答
避
難
情
報
の
発
令
は
、
内
閣
府
が
示
し
て

い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
判
断
し
て
い

る
。
気
象
庁
か
ら
気
象
警
報
が
発
表
さ
れ
た

場
合
、
町
で
雨
の
状
況
や
今
後
の
予
報
、
日

没
時
間
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
「
警
戒
レ

ベ
ル
３
：
高
齢
者
等
避
難
」
を
発
令
す
る
か
ど

う
か
を
判
断
し
て
い
る
の
で
、
気
象
警
報
が

発
表
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に
「
警
戒

レ
ベ
ル
３
：
高
齢
者
等
避
難
」
を
発
令
す
る
と

は
限
ら
ず
、
注
意
報
の
段
階
で
も
夜
間
か
ら

明
け
方
に
か
け
て
、
大
雨
が
予
報
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、夕
方
の
う
ち
に「
警
戒
レ
ベ
ル
３
：

高
齢
者
等
避
難
」
を
発
令
す
る
こ
と
も
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
警
戒
レ
ベ
ル
３
以
上
を
発
令
し
た
場
合
、

ど
の
よ
う
に
周
知
す
る
の
か
。

答
防
災
行
政
無
線
と
告
知
放
送
で
お
知
ら
せ

し
た
上
で
、「
愛
媛
県
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
」

に
入
力
し
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
入
力

す
れ
ば
、
各
メ
デ
ィ
ア
に
自
動
的
に
伝
達
さ

れ
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
周
知
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
今
後
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す

る
予
定
と
し
て
い
る
。

問
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
、

避
難
指
示
発
令
の
判
断
材
料
と
し
て
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
考
え
か
。
ま
た
、
こ
の

情
報
の
伝
達
は
、
ど
の
よ
う
に
行
う
考
え
か
。

答
土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
警
戒
レ
ベ
ル
４
相

当
情
報
と
呼
ば
れ
、
町
が
発
令
す
る
「
警
戒
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レ
ベ
ル
４
：
避
難
指
示
」
の
発
令
の
判
断
材

料
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
土
砂
災
害
警
戒
情

報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
、
累
積
雨
量
、
今
後

の
雨
の
予
報
、
日
没
時
間
等
を
総
合
的
に
勘

案
し
て
「
警
戒
レ
ベ
ル
４
：
避
難
指
示
」
を

発
令
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
て
い
る
。
情

報
の
伝
達
は
、
防
災
行
政
無
線
、
告
知
放
送
、

愛
媛
県
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
を
介
し
た
各
メ

デ
ィ
ア
で
の
周
知
に
加
え
、
緊
急
速
報
メ
ー

ル
で
、
町
内
に
あ
る
携
帯
電
話
へ
配
信
す
る

と
と
も
に
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

こ
と
も
予
定
し
て
い
る
。

問
指
定
避
難
所
の
開
設
に
つ
い
て
、
防
災
行

政
放
送
以
外
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
周
知
す

る
考
え
は
な
い
か
。

答
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
を
予
定
し
て

い
る
。

問
大
雨
警
報
、
洪
水
警
報
等
が
発
令
さ
れ
た

場
合
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
道
路
等
の
災
害
の

状
況
を
そ
の
都
度
掲
載
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
道
路
へ
の
倒
木
や
落
石
な
ど
は
速
や
か
に

現
場
で
撤
去
等
を
行
う
が
、
通
行
止
め
等
が

必
要
な
場
合
は
、
防
災
行
政
無
線
、
告
知
放

送
等
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。
通
行
止
め
が

長
期
間
に
わ
た
る
場
合
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
る
。

◆
程　

内　

 　

覺　

議
員

【
町
職
員
の
不
祥
事
に
つ
い
て
】

問
収
賄
お
よ
び
官
製
談
合
防
止
法
違
反
等
の

容
疑
で
職
員
が
逮
捕
さ
れ
た
事
件
の
町
長
の

所
見
に
つ
い
て
。

答
町
職
員
は
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
公
共
の

利
益
の
た
め
に
勤
務
し
、
か
つ
職
務
の
遂
行
に

あ
た
っ
て
は
、
全
力
を
挙
げ
て
こ
れ
に
専
念
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
今
回
、

農
林
課
係
長
の
職
に
あ
っ
た
者
が
不
祥
事
を

引
き
起
こ
し
た
こ
と
は
、
行
政
の
責
任
者
と
し

て
の
責
任
を
痛
感
し
て
い
る
。
今
後
は
、
二
度

と
こ
の
よ
う
な
不
祥
事
を
生
じ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
綱
紀
の
粛
正
、
服
務
規
律
の
徹
底
を

図
り
、
町
民
の
負
託
に
こ
た
え
る
べ
く
、
信
頼

回
復
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
ど
の
よ
う
な
再
発
防
止
策
を
考
え
て
い
る

か
。

答
鬼
北
町
官
製
談
合
再
発
防
止
対
策
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
原
因
の
究
明
と
再
発
防
止

対
策
の
と
り
ま
と
め
を
命
じ
て
い
る
。
鬼
北

町
職
員
倫
理
規
程
、
鬼
北
町
官
製
談
合
防
止

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
策
定
・
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
入
札
談
合
等
関
与
行
為
防
止
法
に

関
す
る
基
本
的
な
知
識
を
習
得
さ
せ
る
た
め
、

研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
入
札
制
度

の
見
直
し
を
行
い
、建
設
工
事
等
に
つ
い
て
は
、

10
月
１
日
以
降
に
入
札
公
告
、
入
札
通
知
を

行
う
案
件
か
ら
予
定
価
格
の
事
前
公
表
を
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
電
子
入
札
に
つ
い

て
も
来
年
４
月
か
ら
の
導
入
に
向
け
て
、
今

回
の
補
正
予
算
に
関
連
予
算
を
計
上
し
て
い

る
。
今
後
は
、
全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
再
発
防

止
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
児
童
、
生
徒
の
通
学
路
確
認
に
つ
い
て
】

問
町
内
各
校
区
の
安
全
確
認
は
で
き
て
い
る

か
。

答
例
年
８
月
か
ら
10
月
頃
に
町
内
の
各
小
学

校
を
対
象
に
し
た
合
同
通
学
路
点
検
に
お
い

て
、
校
区
通
学
路
の
安
全
確
認
を
実
施
し
て

い
る
。
前
年
度
か
ら
継
続
と
な
っ
て
い
る
箇
所

に
加
え
、
当
年
度
新
た
に
各
学
校
が
認
識
し

た
箇
所
に
つ
い
て
現
地
確
認
を
行
い
、
対
応

策
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
ま
た
、
中
学

校
の
通
学
路
は
、
各
小
学
校
の
通
学
路
と
基

本
的
に
重
な
っ
て
お
り
、
合
同
通
学
路
点
検

時
に
、合
わ
せ
て
確
認
、検
討
を
行
っ
て
い
る
。

問
三
島
診
療
所
前
の
バ
ス
停
は
、
設
置
場
所

が
地
上
か
ら
高
く
危
険
な
と
こ
ろ
に
あ
る

上
、
支
え
の
鉄
骨
も
腐
食
し
て
い
る
場
所
が

多
く
見
受
け
ら
れ
、
転
落
防
止
柵
も
ゆ
ら
ゆ

ら
し
て
安
全
と
は
思
え
な
い
が
、
改
善
す
る

必
要
は
な
い
か
。

答
当
該
箇
所
は
、
国
道
の
歩
道
と
し
て
整
備

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
維
持
管
理
は
愛
媛
県

南
予
地
方
局
が
所
管
し
て
い
る
。
現
地
確
認

を
行
っ
た
上
、
南
予
地
方
局
に
連
絡
し
た
と

こ
ろ
、
状
況
を
精
査
し
、
対
応
を
検
討
す
る

と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
に
つ
い
て
】

問
12
歳
以
上
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
に
つ
い

て
。

答
９
月
13
日
現
在
で
、
２
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
完
了
し
て
い
る
人
の
割
合
は
、
高
齢

者
が
93
・
６
％
、
そ
の
他
の
方
が
72
・
５
％
、

全
体
で
83
・
９
％
と
な
っ
て
い
る
。

問
感
染
し
た
場
合
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
は
住
民

に
周
知
さ
れ
て
い
る
か
。

答
感
染
者
が
出
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て

は
、法
に
基
づ
い
て
、県
の
権
限
で
全
て
行
っ

て
お
り
、
町
の
方
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
作

成
し
、
配
布
・
周
知
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。
ま
た
、
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
感
染

者
が
発
生
し
た
場
合
は
、
個
々
に
よ
っ
て
対

応
方
法
が
異
な
る
こ
と
か
ら
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

問
感
染
に
よ
る
誹
謗
中
傷
な
ど
は
起
こ
っ
て

い
な
い
か
。

答
現
在
の
と
こ
ろ
、
感
染
者
等
に
対
す
る
差

別
・
誹
謗
中
傷
等
が
あ
っ
た
事
例
は
把
握
し

て
い
な
い
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
休
業
な
ど

の
傷
病
手
当
金
に
つ
い
て
。

答
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
し
、
国

民
健
康
保
険
法
に
基
づ
く
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
た
被
保
険
者
等
に

係
る
傷
病
手
当
金
」
の
支
給
に
関
す
る
特
例

を
定
め
た
。
給
与
等
を
受
け
て
い
る
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
た
と
き
や
感
染
が
疑
わ
れ
る
と

き
、
そ
の
労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
３
日
を
経
過
し
た
日

（
４
日
目
）
か
ら
労
務
で
き
な
い
期
間
の
う
ち
、

就
労
に
就
く
こ
と
を
予
定
し
て
い
た
日
に
つ
い

て
傷
病
手
当
金
が
支
給
さ
れ
る
。
町
に
お
け

る
傷
病
手
当
金
の
支
給
申
請
状
況
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
、
国
民
健
康
保
険
傷
病
手
当
金
に

つ
い
て
、
１
件
の
支
給
申
請
が
あ
っ
た
。

【
町
内
住
宅
補
助
に
つ
い
て
】

問
既
存
の
住
居
用
住
宅
整
備
に
対
し
て
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
の
一
部
補
助
制
度
が
あ

る
が
、
上
限
20
万
円
を
引
き
上
げ
て
い
く
対

策
は
と
れ
な
い
か
。

答
鬼
北
町
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度
の
内
容

は
、
既
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
を
交
付
し

て
い
る
近
隣
の
市
町
を
参
考
に
し
た
。
近
隣
の

市
町
で
は
、
契
約
工
事
費
50
万
円
以
上
、
補

助
率
10
％
、
補
助
金
額
上
限
20
万
円
の
補
助

内
容
で
あ
る
市
町
が
多
く
、本
町
に
お
い
て
も
、

同
様
の
補
助
率
、
補
助
金
の
限
度
額
等
に
決

定
し
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
補
助
金
額
等
を
変

更
さ
れ
た
市
町
は
な
く
、
補
助
対
象
額
、
補

助
金
額
の
上
限
、補
助
率
の
改
定
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
地
域
経
済
の
情
勢
、
町
財
政
の
状
況
を

見
据
え
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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第３回、第４回鬼北町議会臨時会報告

第３回鬼北町議会臨時会
９月24日開催

議案１件が提案され、否決されました。
■ 工事請負契約（鬼北町立広見中学校改築工事
（空調衛生設備工事））の締結について

第４回鬼北町議会臨時会
９月30日開催

議案１件が提案され、可決されました。
　■令和３年度鬼北町一般会計補正予算
　　（第５号）について

お知らせ
Info  

お知らせ
Info  

たくさんの方からの寄附に感謝

鬼北町を支える「ふるさと納税制度」

健康診断を受けましょう！

愛媛FCと共に健康診断を啓発

問 企画振興課　地域活力創出係　内線2212

　「ふるさと納税」とは、現住所に関わらず、生まれ故郷やお世話になった地域、応援したい地域
への気持ちを形にできる寄附制度です。
　鬼北町でも、全国の方々からご支援をいただいており、町内で取り組んでいるさまざまな事業を
推進するためにこの寄附金を活用しています。

令和２年度寄附金の活用事業一覧≪令和元年度寄附金額（31,332,500円）≫

　愛媛ＦＣの「１市町・１選手応援事業」で、今シーズン鬼北町が応援
している辻周吾選手と森谷賢太郎選手が登場する健康診断の啓発ポス
ターがこのたび完成しました。
　「さあ行こうぜ鬼北　健診の時が来た」の一節は、愛媛ＦＣの応援歌
をアレンジしたもの。ポスターは町内の店舗や施設などに掲示され、健
康診断の受診を呼びかけています。また、宇和島ケーブルテレビの鬼北
地域チャンネルでは、２人からのメッセージも放送しています。
　健康診断は、病気の早期発見や予防など、健康を維持する上で重要な
ものです。ぜひこの機会に健康診断を受診しましょう！

【医療福祉の充実したまちづくり事業】
・不妊治療助成金
・シルバー人材センター補助金
【産業活性化事業】
・地域農業管理システム整備事業費補助金
・起業チャレンジ支援事業費補助金
【自然環境と共存するまちづくり事業】
・防犯灯設置補助金
【住環境整備事業】
・ガードレール等設置工事請負費
・ローカル５Ｇ導入計画策定支援業務
【鬼のまちづくり事業】
・鬼のまちづくりプロジェクト支援事業補助金
【町長推進事業】
・観光列車デザイン業務

【教育・文化・スポーツ等振興事業】
・すくすく鬼北っ子応援給付金
・放課後児童クラブ運営費
・放課後子ども教室運営費
・子育て支援センター運営費
・わんぱく学級等経費
・スポーツ選手強化育成事業補助金
・町立学校用木製机、椅子修繕費

寄附者が選んだ使い道で
寄附金は活用されているよ！
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表　彰
Info  

令和３年度コミュニティ助成事業

宝くじの助成で防災資機材を整備しました

豊富な経験と卓越した技術が称えられ

㈴松浦土建　愛媛県森林土木協会表彰を受賞

問 企画振興課　地域活力創出係　内線2215

　一般財団法人自治総合センターの地域防災組織育成助成事業の助成を受け、大宿自主防災会では、
防災資機材を整備しました。この事業は、宝くじの社会貢献広報事業として、自治総合センターが
宝くじの収益を財源としてコミュニティ活動に助成し、コミュニティの健全な発展を図っているも
のです。今回整備された防災資機材は、地域の防災機能の向上や地域住民の安全確保等に幅広く活
用されます。

防災資機材内訳
メガホン５個、背負い式工具セットＢ２式、コードリール２台、エンジンカッター１台、二つ折り担架４台、発電
機３台、ガソリン携行缶３個、ＬＥＤフラットライト３個、スタンダード三脚３台、対流型石油ストーブ１台、ア
ルミ製スタンダード車イス１台、ラップポントレッカー４本体１台、ラップポン専用バッテリー１個、パーソナル
テント１個、防災用かまどセット２台、ポーダブル蓄電池エナジー・プロ１個、エナジー・プロmini専用ソーラー
パネル１個、物置１台

　９月14日、町長室で愛媛県森林土木協会表彰伝達式
があり、愛媛県森林土木協会の会長を務めている兵頭
町長から、㈴松浦土建の芝勇樹さんと松浦一生さんに
感謝状が贈られました。
　この表彰は、優秀な森林土木事業工事を施工した方
などに対して贈られるもので、令和２年２月18日から
同年８月31日に松浦土建が施工した林道久保川線開設
工事がこのたびの表彰において高く評価されました。
この林道は、愛治地区の内山展望台に向かう道として
も利用されています。さらに、この工事により林道久
保川線と過疎林道広見三間線が接続されたことから、
周辺の森林事業のさらなる発展が期待されています。 ▲表彰を受けた芝勇樹さん（右）、松浦一生さん（左）

お知らせ
Info  

令和３年度９月の鬼北町工事入札結果

問 総務財政課　管財係　内線2209

入札日 工事名 場所 工事概要
落札業者

主管課
落札額（税抜）

3 鬼北地域情報通信基盤設備
伝送路修繕工事（成川） 奈良

鬼北地域情報通信基盤設備
（幹線設備）の改修工事（鳥
獣害幹線張替）

兵頭電気㈱
危機管理課

3,800,000円

3 鬼北地域情報通信基盤設備
伝送路修繕工事（父野川上） 父野川上

鬼北地域情報通信基盤設備
（幹線設備）の改修工事（鳥
獣害幹線張替）

㈲森岡デンキ
危機管理課

3,100,000円
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お知らせ
Info  

表　彰
Info  

お知らせ
Info  

山寺等妙寺の信仰空間
～池・伝観音堂跡の発掘調査速報展～の開催について

犯罪のない明るい町づくりに貢献　防犯功労者表彰

愛媛サイクリングの日に自転車無料乗りキャンペーン！
フリーライド in 鬼街道

問

問

教育課　文化スポーツ係　内線4112

企画振興課　地域活力創出係　内線2215

　近年、発掘調査を実施した旧境内中心部の如意顕院跡（平坦部Ａ）Ⅲ区庭園地区や、その上方に
位置する観音堂跡（平坦部Ａ－２）では、等妙寺開山を遡る古い痕跡が見つかり、さらには日本庭
園史に一石を投じるような重要な発見がありました。
　これらの最新成果をわかりやすく公開します。ぜひご来場ください。

　武田英喜さんに四国防犯協会連絡協議会防犯功労者表彰、善家克始さんに愛媛県防犯協会連合会
防犯功労者表彰がそれぞれ贈られました。武田さんは奈良地区の防犯相談所長班長として、善家さ
んは好藤地区の防犯相談所長として、地域に密着した防犯活動を積極的に推進し、犯罪のない明る
い町づくりに貢献されています。

　愛媛県では、毎年「愛媛サイクリングの日」を設定し、多くの人が自転車に親しみ、サイクリン
グを楽しむ日として各所でさまざまなサイクリングイベントを実施しています。
　そこで、鬼北町では “フリーライド in 鬼街道” と題し、11月６日（土）～ 11月14日（日）の期間、
Ｅ－ＢＩＫＥのレンタル料を無料にするキャンペーンを開催します！
　この機会に、Ｅ-ＢＩＫＥでの快適なサイクリングをお楽しみください♪
開催期間
　11月６日（土）～ 11月14日（日）
レンタル場所
　森の三角ぼうし、日吉夢産地

会　期　令和３年11月20日（土）～令和４年３月13日（日）
会　場　鬼北町歴史民俗資料館　１階展示室
　　　　（愛媛県北宇和郡鬼北町大字下鍵山425番地）
開館時間　午前９時～午後５時
休館日　月曜日　
入館料　大人（高校生以上）200円
　　　　中学生以下　無料

Ｅ－ＢＩＫＥのモデルコースなどが掲載されているレンタ
サイクルガイドブックやレンタサイクルの魅力を発信して
いる動画も配信中なので、ぜひご覧ください！

武田　英喜さん＝北川＝ 善家　克始さん＝吉波＝

▲等妙寺旧境内　如意顕院跡　池

▲サイクリング動画

2021.11　広報きほく11



まちのお知らせ

お知らせ
Info  

お知らせ
Info  

新型コロナウイルスによる売上減少等の影響を受けた事業者の皆さまへ

鬼北町えひめ版応援金（県・市町連携事業）【第２弾】のお知らせ

大学生等１人につき10万円を支給
鬼北町大学生等生活応援給付金のお知らせ

問

問

企画振興課　地域活力創出係　内線2214 ／鬼北町商工会　☎45－0813

教育課　文化スポーツ係　内線4113

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う飲食店の営業時間短縮要請や不要不急の外出・移動
の自粛等により、事業収入（売上）が大きく減少する中、感染拡大を予防しながら事業継続に取り
組む中小企業者等を支援するため、「鬼北町えひめ版応援金【第２弾】」を給付します。

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、大学生等やその保護者が収入減少等の影響を受け、
大学生等が修学に不安を抱えている状況から、経済的な負担の軽減や修学継続を支援するため、給
付金を支給します。

申請期間
　10月12日（火）～ 12月28日（火）
申請受付　申請窓口　鬼北町商工会【鬼北町大字近永(近永保育所横)】
　　　　　受付日時　毎週月・水・金曜日　９時～ 16時(平日のみ)
　　　　　申請方法　窓口申請
　　　　　※感染拡大防止の観点から、申請される方は事前に予約を行ってください。

給付金額　法人30万円　個人15万円
支給対象者の条件
　■令和３年９月１日に町内に本社（個人事業主の場合は町内に住所）を有している。
　　※農林漁業者、医療法人、農業法人、NPO法人等も対象
　■ 令和３年６月から９月のいずれかの月の月間売上が、令和元年、または令和２年同月と比

較して30％以上減少、または令和３年６月から９月のうち、連続した２カ月のそれぞれの
月間売上が令和元年、または令和２年同月と比較して、連続して15％以上減少している。

　　※事業収入（売上）には、雑収入（助成金収入等）や家事消費等は含みません。
　■ 比較対象月の属する事業年度の事業収入が法人は240万円以上、個人事業主は120万円以上

である。
　　※令和３年８月から９月の時短協力金、６月から９月の国の月次支援金を受ける事業者を除く。
　■感染拡大を予防しながら事業継続に取り組んでいる。
　■事業継続の意思があり、町税を滞納していない。

支給対象者
　鬼北町に住所を有し、大学生等を扶養してい
る方

給付金額
　扶養する大学生等１人につき10万円
申請書類
　■鬼北町大学生等生活応援給付金申請書
　※ 教育課、日吉支所および各公民館に備えて

います。鬼北町ホームページからもダウン
ロードできます。

　■ 大学生等の学生証の写し（発行日、有効期
限の記載があるもの）、または在学証明書

（10月１日以降に発行されたもの）
　■ 通信教育課程に在学している場合は、居住

するアパート等の賃貸契約書等の写し。
申請期限　令和４年２月28日（月）

■ 大学生等とは、申請日において大学等に在学
している学生。

※ 通信教育課程については、町外に居住実態が
ある方に限る。

■ 大学等とは、学校教育法に基づき設置された
大学（専門職大学および短期大学を含む。）

　高等専門学校（４年次以上に限る。）
　専修学校（専門課程に限る。）
　 またはこれらに準ずる学校で町長が特に認め

るもの。
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お知らせ
Info  

お知らせ
Info  

お知らせ
Info

フードドライブを
フジ広見店で実施しています

鬼北町収入保険加入促進
支援事業費補助金について

愛媛県防災士養成講座の受講者を募集します

問 危機管理課　危機管理係　内線2423

　フードドライブとは、ご家庭で余っている食
品を持ち寄り、食支援を必要とされている方に
寄付する活動です。フジ広見店にフードライブ
常設コーナーを設置していますので、皆さんの
ご協力のほどよろしくお願いします。

お持ちいただきたい食品
　■穀類（米、小麦粉、乾麺など）
　■保存食品（缶詰、瓶詰など）
　■飲料（ジュース、お茶など）など
お持ちいただく食品の条件
　■未開封のもの
　■ 賞味期限が明記され、期限が１カ月以上あ

るもの
　■常温保存可能のもの
　■製造者または販売者表示のあるもの
　■成分またはアレルギー表示のあるもの

　新型コロナウイルス感染症拡大や頻発する
自然災害等による農業収入の減少リスクへの
備えを強化し、安定的な農業経営を構築する
ため、国策である収入保険に加入する農業者

（青色申告者）の掛け捨て保険料等の１/ ２以
内（限度額20万円）を助成します。

収入保険の概要
　全ての農産物を対象
に、自然災害による収
量減少や価格低下をは
じめ、農業者の経営努
力では避けられないさ
まざまなリスクによる
収入減少を補償します。

お問い合わせ先
■補助事業に関すること
　鬼北町役場農林課農政係　内線2433
■収入保険制度に関すること
　愛媛県農業共済組合（NOSAI）宇和島支所
　☎0895－49－5550

場所　フジ広見店
　　　北西出入口側
　　　食品レジ前

　防災士養成講座の受講者を募集しています。地域防災力向上のため、防災士としての必要な知
識や技能を学んでみませんか？詳細についてはお問い合わせください。

日　時
　１日目　１月29日（土）　９時～ 16時50分
　２日目　１月30日（日）　９時～ 17時40分
　　※２日間続けての受講が必要です。
対象者　町内に住所を有し、各地区自主防災組織の会長の推薦を受けた方
受講料等
　受講料については、鬼北町自主防災組織等連絡協議会が負担しますので、受講者本人の負担
は必要ありません。
　なお、会場までの移動費等、受講料以外の費用は自己負担となります。
申込方法
　申込書に記入の上、鬼北町役場危機管理課へ提出してください。
　自主防災組織会長の推薦者としての記名押印が必要となります。
　（申請書は、鬼北町ホームページからダウンロードできます。）
申込期限　11月30日（火）17時
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三島診療所の派遣医師紹介
　令和３年４月１日から三島診療所は、愛媛県内のへき地医療拠点病院から曜日ごとに医師の派遣を受
けて診療しています。
　そこで、支援していただいている医師をご紹介します。三島地域を中心に日々奮闘されている先生方
です。今後ともよろしくお願いします。

丹下敬忠所長　月曜日午後

杉山圭三医師　火曜日午前
県立中央病院

米川幸秀医師　水曜日午前
北宇和病院

川本龍一医師　金曜日午前（隔週）
西予市立野村病院

菊池明日香医師　金曜日午前（隔週）
西予市立野村病院

　所長の丹下です。４名の代診医の先生のご協力をいただきなが
ら、三島診療所運営を行っています。これからも住民の方々から
信頼される診療所運営を心掛けていきますので、どんどん診療所
の利用をお願いします。

　日吉村国保診療所を離れて、もう18年が経過しました。その間
に子どもたちも成人し、「歳とったな～」って感じる今日この頃
です。まあ、何でも気軽に相談してください。

　水曜午前の外来を担当しています米川です。北宇和病院でお会
いした患者さんやご家族さんに再会することも多く、嬉しく思っ
ています。よろしくお願いします。

　三島診療所に金曜日午前の診療支援に携わっています愛媛大学
医学部地域医療学講座（西予市野村病院内科）の川本です。総合
診療医ですので、さまざまな健康問題について遠慮なくご相談く
ださい。

　愛媛大学医学部附属病院の総合診療科に所属し、地域の病院や
診療所の支援をしています。患者さんの日常生活に寄り添う医療
を心掛けています。何でも気軽にご相談ください。

愛媛大分交流市町村　コラボ企画

Vol. 12- 秋特集号

　愛媛県側９つの自治体と大分県側９つの自治体で新たな経済圏域の循環などを目的に相
互交流を図っており、その一環として、お互いの広報誌の相互掲載を行っています。
　次回は「別府市」です。海の向こうに目を向けてみましょう。
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愛媛大分交流市町村　コラボ企画

Vol. 12- 秋特集号

　愛媛県側９つの自治体と大分県側９つの自治体で新たな経済圏域の循環などを目的に相
互交流を図っており、その一環として、お互いの広報誌の相互掲載を行っています。
　次回は「別府市」です。海の向こうに目を向けてみましょう。

大分県 日出町 商工観光課 佐藤さんより 大分県 由布市 商工観光課 清家さんより

顔写真

【佐伯市】
佐伯ごまだし

【臼杵市】
かぼす果汁１００％

【豊後大野市】
おかずピーマン

【別府市】
別府ざぼんサイダー

「道の駅等連携事業」

大分の特産品（一部）を紹介します！

「愛媛・大分専用ホームページ」を開設する予定です！

各市町の魅力を余すとこなくお伝えします !!

【問い合わせ先】 大分市役所 企画課 広域連携室 ☎ 097（585）5242

【竹田市】
手作りトマトケチャップ

【大分市】
味付くろめ

【津久見市】
おうちでひゅうが丼セット

【日出町】
城下かれい

※ 参加市町の道の駅等の取組状況は、下記QRコードをご覧ください。

イチ押し

　大分県と愛媛県の魅力や特色を相互に知ることができるように、両県の交流市町の道の駅などがおススメ

する地域の特産品を、参加市町の道の駅などで相互に販売・紹介をする取組を進めています（ただし、取扱

い状況や商品は、それぞれの道の駅等により異なります）。この機会に大分が誇る逸品をお楽しみください。

【参加市町（大分県側）】　※ 令和３年９月現在

　大分市、別府市、佐伯市、臼杵市、津久見市、竹田市、豊後大野市

日出町は「ハローキティとくらす

まち」。サンリオキャラクター

パークハーモニーランドがあり、

ハローキティがタウンプロモーシ

ョンプロジェクトリーダーとして

町をＰＲしています！城下かれい

やちりめんをはじめとした新鮮な

海の幸も魅力のひとつ。日出町に

ぜひ遊びにお越しください！

由布市は大分屈指の温泉地で

国民保養温泉地にも認定され

ています。ゆったりとした時

間の中で日々の疲れを癒され

てはいかがでしょう！湯布院

I C前の道の駅「ゆふいん」に

もぜひお立ち寄りください。
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愛
フ
ー
ド
推
進
機
構
事

務
局

　

☎
０
８
９
―

９
１
２
―

２
５
４
１

　

県
内
企
業
の
人
材
不
足
の
解

消
を
目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
。
求
人
・
移
住
総
合
情
報
サ
イ

ト
「
あ
の
こ
の
愛
媛
」
の
活
用
方

法
も
紹
介
し
ま
す
。

開
催
日

　

11
月
11
日
㈭　

13
時
〜
15
時

申
込
期
限　
11
月
10
日
㈬

受
講
方
法

　

オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
使
用
）

　

左
記
期
間
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信

有
り　

※
要
申
込
み

　

11
月
12
日
㈮
12
時
〜
12
月
17

日
㈮
17
時

対　
象

　
愛
媛
県
内
の
経
営
者・人
事
責
任
者

応
募
方
法

　

ネ
ッ
ト
申
込
み
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

問
い
合
わ
せ

　

愛
媛
県
地
域
政
策
課

　

☎
０
８
９
―

９
１
２
―

２
２
６
１

　

Ｈ
Ｒ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱

　

Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
３
―

３
５
４
８
―

８
８
６
４

開
催
日

　

12
月
２
日
㈭　

13
時
〜
15
時

場　

所　

西
予
市
宇
和
文
化
会

館
（
中
ホ
ー
ル
）

内　
容

　

参
加
企
業（
10
社
予
定
）は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
就
職
氷
河
期
世
代

限
定
求
人
も
し
く
は
歓
迎
求
人
を

提
出
し
て
い
る
愛
媛
県
内
の
企
業

が
参
加
。参
加
企
業
は
決
定
次
第
、

「
え
ひ
め
就
職
氷
河
期
世
代
応
援

サ
イ
ト
」
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

対　
象

　

就
職
氷
河
期
世
代
の
方
（
概
ね

35
歳
以
上
54
歳
以
下
の
方
）

定　
員　
20
名

料　
金　
参
加
無
料

申
込
期
限　
11
月
30
日
㈫

問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

　

就
職
氷
河
期
世
代
活
躍
支
援

事
務
局

　

☎
０
８
９
―

９
６
１
―

１
３
３
３

　

児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
対

応
件
数
は
依
然
と
し
て
増
加
傾
向

に
あ
り
、
子
ど
も
の
生
命
が
奪
わ

れ
る
重
大
な
事
件
も
後
を
絶
た
な

い
な
ど
、
深
刻
な
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
児
童
虐
待
は
早
急
に
解

決
す
べ
き
問
題
で
あ
り
、
子
ど
も

の
「
命
」
と
「
権
利
」、
そ
し
て

そ
の
「
未
来
」
は
社
会
全
体
で
守

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

児
童
虐
待
は
、
地
域
全
体
で
取

り
組
む
こ
と
で
発
生
予
防
や
早
期

発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。
子
ど
も

を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
、「
虐
待

か
も
し
れ
な
い
」
と
感
じ
た
ら
、

迷
わ
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
あ
な

た
の
１
本
の
電
話
で
救
わ
れ
る
子

ど
も
が
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

▼
町
民
生
活
課
福
祉
係

　

内
線
２
１
１
８

▼
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ

ル
（
24
時
間
）

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

※
お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な

が
り
ま
す
。

全
国
統
一
防
火
標
語

お
う
ち
時
間　
家
族
で
点
検

火
の
始
末

重
点
目
標

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

② 

乾
燥
時
お
よ
び
強
風
時
の
火
災

発
生
防
止
対
策
の
推
進

③
放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進

④ 

特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け

る
防
火
安
全
対
策
の
徹
底

⑤ 
製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け

た
取
組
の
推
進

⑥ 

多
数
の
者
が
集
合
す
る
催
し
に
対

す
る
火
災
予
防
指
導
等
の
徹
底

住
宅
防
火・命
を
守
る
10
の
ポ
イ
ン
ト

―
４
つ
の
習
慣・６
つ
の
対
策
―

【
４
つ
の
習
慣
】

○ 

寝
た
ば
こ
は
、絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い
。

○ 

ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
。

○ 

こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ

ば
を
離
れ
な
い
。

〇 

コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃

し
、不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

【
６
つ
の
対
策
】

● 

火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス

ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安
全
装
置

の
付
い
た
機
器
を
使
用
す
る
。

● 

火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期

的
に
点
検
し
、
10
年
を
目
安
に

交
換
す
る
。

● 

火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、

部
屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、

衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
は
、
防

お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
臨
時
交
付
窓
口
開
設

11
月
９
日
～
15
日
は

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

「
愛
結
び
」
会
場
開
設

え
ひ
め
き
ず
な
ス
イ
ー
ツ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
２
１

採
用
難
時
代
の
活
躍
人
材
獲
得

戦
略
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

就
職
氷
河
期
世
代
対
象
「
合

同
企
業
説
明
会
」
の
ご
案
内

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推

進
月
間
」
で
す

日時  11月19日㈮　９時～ 15時
　　 ※ひまわりは10時から
場所 ◆鬼北町総合福祉センターひまわり
　　 ◆日吉保健センター
問 人権…町民生活課戸籍住民係　内線2113
　 行政…総務財政課行政係　内線2206
　 心配…社会福祉協議会　☎45－3709

「人権・行政・心配ごと相談」
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炎
品
を
使
用
す
る
。

● 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
消
火
器
等
を
設
置
し
、

使
い
方
を
確
認
し
て
お
く
。

● 
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法

を
常
に
確
保
し
、備
え
て
お
く
。

● 

防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸

別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ

る
み
の
防
火
対
策
を
行
う
。

問
い
合
わ
せ

　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合

　

消
防
本
部  

予
防
課  

予
防
係

　

☎
０
８
９
５
―

２
２
―
７
５
０
１

　

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

は
、
遺
言
者
が
作
成
し
た
自
筆
証

書
遺
言
書
を
遺
言
者
の
住
所
地
や

本
籍
地
、
遺
言
者
が
所
有
す
る
不

動
産
の
所
在
地
の
い
ず
れ
か
を
管

轄
す
る
遺
言
書
保
管
所（
法
務
局

お
よ
び
各
支
局
）で
保
管
す
る
制
度

で
す
。
遺
言
は
相
談
を
め
ぐ
る
紛

争
を
防
止
す
る
た
め
に
有
用
な
手

段
で
す
。
そ
し
て
、
自
筆
証
書
遺

言
は
、
自
書
で
き
れ
ば
遺
言
者
本

人
の
み
で
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
、

手
軽
で
自
由
度
が
高
い
も
の
で
す
。

　

自
筆
証
書
遺
言
書
の
保
管
の

申
請
手
数
料
は
、１
通
に
つ
き
３
，

９
０
０
円
で
す
。
自
筆
証
書
遺
言

書
の
作
成
に
関
す
る
ご
相
談
に
は

一
切
応
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
様
式
を
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
書
の
様
式
は
、
遺
言

書
保
管
所
（
法
務
局
本
局
・
支
局
）

の
窓
口
で
も
お
渡
し
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.m

oj.go.jp/
M

IN
JI/m

inji03_00051.htm
l

問
い
合
わ
せ

　

松
山
地
方
法
務
局
供
託
課

　

☎
０
８
９
―

９
３
２
―

０
８
８
８

　

国
土
交
通
省
で
は
、
都
道
府
県

な
ど
と
連
携
し
て
、
令
和
３
年
９

月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
全
国
で

自
動
車
の
使
わ
れ
方
な
ど
を
調
べ

る
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調

査
の
う
ち
、
自
動
車
起
終
点
調
査

に
つ
い
て
は
、
無
作
為
に
選
定
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
自
動
車
を
保
有

す
る
人
・
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
対

し
て
、
自
動
車
の
利
用
実
態
に
つ

い
て
お
答
え
い
た
だ
く
調
査
で
す
。

調
査
結
果
は
、
道
路
の
計
画
や
管

理
な
ど
に
つ
い
て
の
基
礎
と
な
る

重
要
な
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。

調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０
―

９
６
５
―

９
７
４

　

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
18

時
（
日
、
祝
日
を
除
く
）

　

標
準
営
業
約
款
制
度
は
、
法

律
で
定
め
ら
れ
た
消
費
者
（
利
用

者
）
擁
護
に
資
す
る
た
め
の
制
度

で
す
。
厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
約

款
に
従
っ
て
営
業
す
る
こ
と
を
登

録
し
た
、「
理
容
店
」、「
美
容
店
」、

「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
」、「
め
ん
類

飲
食
店
」、「
一
般
飲
食
店
」
で
は
、

店
頭
に
Ｓ
マ
ー
ク
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
登
録
店
は
、
安
心
・
安
全
・

衛
生
を
約
束
す
る
信
頼
で
き
る
お

店
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　
（
公
財
）
愛
媛
県
生
活
衛
生
営

業
指
導
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
９
―

９
２
４
―

３
３
０
５

　

林
退
共
は
昭
和
57
年
に
発
足

し
た
林
業
界
で
働
く
方
の
た
め
に

国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が

従
事
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て

掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手

帳
に
貼
り
、
そ
の
従
事
者
が
林
業

界
を
や
め
た
と
き
に
林
退
共
か
ら

退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ

ば
林
業
界
全
体
の
退
職
金
制
度
で

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

〇 

掛
金
は
、
税
法
上
に
つ
い
て
、

法
人
で
は
損
金
、
個
人
企
業
で

は
必
要
経
費
と
な
り
ま
す
。

〇
掛
金
の
一
部
を
国
が
免
除
し
ま
す
。

〇 

雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退

職
金
は
企
業
間
を
通
算
し
て
計

算
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職

金
共
済
機
構　

林
業
退
職
金
共

済
事
業
本
部

　

☎
０
３
―

６
７
３
１
―

２
８
８
９

コ
ー
ス

　

機
械
・
保
全
・
電
気
技
術
者

　

２
級
自
動
車
整
備
士

　

溶
接
・
金
属
加
工
技
術
者

※
高
卒
以
上
対
象
、
２
年
間
課
程

募
集
期
間

　

11
月
15
日
㈪
〜
12
月
10
日
㈮

費　
用

　

選
考
料
２
，
２
０
０
円

　

授
業
料
月
額
９
，
９
０
０
円
等

問
い
合
わ
せ

　

新
居
浜
産
業
技
術
専
門
校

　

☎
０
８
９
７
―

４
３
―

４
１
２
３

　

鬼
北
町
で
は
、
メ
ン
タ
ル
疾
患

等
を
も
つ
方
の
ご
家
族
を
対
象
に

「
家
族
の
つ
ど
い
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
同
じ
悩
み
や
心
配
ご
と
を

持
つ
ご
家
族
と
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
関
心
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日　
時

　

11
月
16
日
㈫

　

13
時
30
分
〜
15
時

対
象
者

　

メ
ン
タ
ル
疾
患
等
を
も
つ
本
人

の
ご
家
族

場　
所　
広
見
保
健
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

　

保
健
介
護
課　

保
健
係

　

内
線
２
５
０
６

日　
時

　

11
月
12
日
㈮
〜
18
日
㈭

　

８
時
30
分
〜
19
時

※
土
日
は
10
時
〜
17
時

相
談
内
容

　

女
性
の
人
権
問
題
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
相
談
（
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力
、
職
場
等
に
お
け
る

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
被
害
、
女
性
差
別
、

離
婚
問
題
等
の
家
庭
内
問
題
等
）

※
予
約
不
要
、
無
料
、
秘
密
厳
守

相
談
番
号

　

☎
０
５
７
０
―

０
７
０
―

８
１
０

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
の
た
め
、
携
帯

電
話
か
ら
の
通
話
も
可
能

相
談
担
当
者

▼
人
権
擁
護
委
員
▼
法
務
局
職
員

問
い
合
わ
せ

　

松
山
地
方
法
務
局

　

☎
０
８
９
―

９
３
２
―

０
８
８
８

募
集
等

相　
談

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

の
ご
案
内

全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢

調
査
の
お
知
ら
せ

標
準
営
業
約
款
制
度（
Ｓ
マ
ー

ク
）
を
ご
存
知
で
す
か
！

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林

退
共
）
へ
加
入
し
ま
せ
ん
か

令
和
４
年
度
入
校
生募

集
開
始

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
に
お
け

る
電
話
相
談
開
設

家
族
の
つ
ど
い
の
ご
案
内

Information
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まちのアルバム

▲４年ぶりに団体優勝した日吉中学校女子ソフトテニス部

▲12年ぶりに団体優勝した広見中学校男子ソフトテニス部
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新チームで挑む秋の大舞台
◎第16回宇和島市・北宇和郡中学校新人総合体育大会

　９月14日、町内の最高齢者である山内益子さん＝
奈良＝に表彰状と記念品が贈られました。
　山内さんが町内の最高齢者として表彰を受け取
るのは初めて。大正８年生まれの山内さんは、今年
で102歳を迎えました。兵頭町長は山内さんに表彰
状を手渡し、「来年もお元気で。またここに来させ
てください」と優しく声をかけていました。

　９月21日、泉小学校横の田んぼで、古代米の稲刈
りが行われました。
　このお米は、５月に泉小学校５，６年生が植えた
赤米と黒米。稲刈りには、泉小学校の全児童34人
が参加し、手作業で丁寧に刈り取っていきました。
児童たちは暑さや慣れない作業に疲れを見せなが
らも、収穫の喜びを感じていました。

　「第16回宇和島市・北宇和郡中学校新人総合体育大会」は、
９月29日・30日、10月１日の３日間にわたり、宇和島市・
鬼北町の各会場で行われました。
　入場制限や受付での検温など新型コロナウイルスの感染
対策が実施され、それぞれの競技で白熱した戦いが繰り広
げられました。

これからも末永くお元気で
◎鬼北町最高齢者表彰

待ち望んだ収穫に笑顔溢れる
◎泉公民館　古代米稲刈り

主な大会結果（県大会出場者）は次のとおりです。

【団体】
▶バレーボール女子②広見中▶卓球女子②広見中▶ソフ
トテニス男子①広見中▶ソフトテニス女子①日吉中

【個人】
▶卓球男子シングルス③水谷歩（広見）／⑤東奏多（広
見）▶卓球女子シングルス③芝美羽（広見）▶卓球女子
ダブルス①鷹見涼華・大野ひかり（広見）／②長田実優・
谷口海莉（広見）▶ソフトテニス男子①橋本天馬・上山
幹雄（日吉）／②渡邊陸・高田陽生（広見）／③石山大翔・
善家昂生（広見）▶ソフトテニス女子①馬木里緒・宮本
蒼空（日吉）／②山下咲蘭・川平夏海(日吉) ／⑤高瀬ひ
より・清水咲（広見）
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　認定ＮＰＯ法人金融知力普及協会が主催する高
校生模擬企業グランプリ「リアビズ」に北宇和高
校情報ビジネス部の１，２年生が参加しています。
　リアビズとは、高校生が商品設計から製造、販
売、決算書の作成などを行い、限りなくリアルな
ビジネスを経験することができる体験プログラ
ム。今年で２回目の開催となるリアビズに、北宇
和高校が初めて参加しました。
　北宇和高校のチームは会社名を「鬼の町工房」
と名付け、商品として泉貨紙などを使った照明

「ほんのりしませんか」を制作。事業計画書など
から実現可能性などが審査される一次審査では、
全国から参加した49チームから見事最終選考に
選ばれました。最終選考では、１次審査を突破
した10チームが最大30万円の資金を受け取り、
11月から実際にネットショッピング（※BASE）
を開設して商品を販売していきます。また、「ほ
んのりしませんか」は北宇和高校でも販売しま
す。利益率だけでなく、さまざまな書類の完成
度やマーケティングなどを対象に審査し、優勝
チームには100万円相当のオリジナルビジネス研
修旅行が贈られる予定です。
　社長（部長）の亀岡千乃さんは「買った人が喜
んでもらえたら嬉しい。鬼北町の泉貨紙も多くの
人に知ってもらいたい」と話していました。

　９月25日、近永公民館で近永駅周辺賑わい創
出プロジェクトのワークショップが開催されま
した。
　北宇和高校の生徒を中心に地域住民など約70
人が参加。まちづくりのアドバイザーとして松
山市に事務所を置く矢野青山建築設計事務所の
矢野寿洋代表取締役が出席し、上洲富岡駅や熊
本駅など全国の特徴ある駅舎を紹介しました。
その後、平屋建て駅舎の新しいプランを基に駅
舎や駅周辺の活用についてグループごとに意見
を出し合い、発表していきました。
　発表では「既存店舗と連携した販売所の設置」
や「昔行われていた日曜市の開催」、「新しいモ
ニュメントの設置」など、一人一人が真剣に考
えたさまざまなアイデアが提案されていました。

　第17回鬼北町ナイターソフトボール大会は、県内で新型コロナウイルスの感染が拡大したため、優勝決定戦は
行わず、第１節優勝の「Ｆ１」、第２節優勝の「武田自販」がともに総合優勝しました。
　本大会は、６月21日に開幕。16チームが参加し、鬼北総合公園で熱戦が繰り広げられていました。

北宇和高校 実践的なビジネスを体験
◎高校生模擬企業グランプリ「リアビズ」

みんなで考える近永駅の未来
◎近永駅周辺賑わい創出プロジェクト

第17回鬼北町ナイターソフトボール大会の結果について

※BASE　国内最大級の人気ショッピングサービス。

11_北宇和高校情報ビジネス部　22_泉貨紙保存会の平野邦彦会長の
指導を受けて紙漉きに挑戦　33_販売する｢ほんのりしませんか｣　
落水紙、レース和紙、渋紙をそれぞれ使用した３種類

1

2 3
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縁
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、
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寺
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時
代
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記
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語
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三
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仇
討
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、
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に
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舞
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奈
良
山
」
の
神
と
、
そ
の
従
者
で
あ
る
「
お
に
」
を
祀
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ら
れ
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い
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か
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ま
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。
そ
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鬼
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お
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つ
ま
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祖
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山
の
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信
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が
垣
間
見
え
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
、
祈
り
の
対
象
と
し
て
今
日

ま
で
語
り
継
が
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
国
史
跡
等
妙
寺
旧
境

内
の
近
年
の
発
掘
調
査
等
に
よ
り
、
か
つ
て
等
妙
寺
は
「
奈
良

山
信
仰
の
拠
点
寺
院
」
と
し
て
営
ま
れ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
周
辺
の
山
中
で
は
山
岳
信
仰
・
霊
場
遺

跡
の
発
見
が
相
次
い
で
お
り
、
等
妙
寺
旧
境
内
は
ま
さ
に
日
本

古
来
の
山
岳
信
仰
由
来
の
「
お
に
」
＝
鬼
北
の
「
お
に
」
を
象

徴
す
る
歴
史
遺
産
と
い
え
ま
す
。
等
妙
寺
旧
境
内
と
い
う
遺
跡

を
調
査
・
整
備
・
活
用
し
て
い
く
こ
と
は
、
鬼
北
の
ま
ち
づ
く

り
に
と
っ
て
極
め
て
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要
な
意
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持
っ
て
い
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の
で
す
。

鬼
北
の
「
鬼
」
と
等
妙
寺
旧
境
内

竹
の
子
川
柳
会

ひ
よ
し
川
柳
会

　▲等妙寺旧境内の中心部の様子

　▲山岳信仰・霊場遺跡「彦惣岩屋」
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文化の広場

きほくのまち人探訪

ALTの鬼の里Ｄiary ～ Ada’s編～

地域おこし協力隊活動日記
　段々と肌寒い季節になってきまし
た。この季節も鬼北町で過ごすのは２
度目になります。四国は関西より暖か
いイメージを持っていたため、昨年の
冬は鬼北の寒さに驚きましたが、一年
間過ごすと、これほどの四季の違いを
肌で感じられるのは、鬼北町のいいと
ころですね。桜、新緑、紅葉、雪化粧
と、視界からも四季を感じます。
　最近、空も澄んで星がとてもきれい
で思わず立ち止まって眺めることがあ
ります。都会では味わえない光景です。
寒さが厳しくなるとますます星もきれ
いに見えるでしょう。

　秋は、私が好きな趣味であるキャン
プやハイキングを行うのに最適な季節
です。故郷のアメリカには、祖父が山
の上に建てた山小屋があります。そこ
は、川のすぐ近くにあり、森に囲まれ
ていて、リラックスできる私のお気に
入りの場所です。
　この山小屋は、カリフォルニア州の
シエラネバダという山脈にあり、年々
深刻化している山火事に見舞われま
す。これまで煙に悩まされることはあ
りましたが、火事が直接私たちに影響
を与えることはありませんでした。
　しかし、今年の夏、大規模な山火事

　老人クラブ連合会の会長を務める井
上征廣さん。副会長を２年務めた後、
今年６月に就任しました。老人クラブ
日吉支部長と日吉父野川地区の老人ク
ラブである春

しゅん
秋
じゅう

会
かい

の会長も兼任し、忙
しい日々の中にもやりがいを感じなが
ら活動しています。
　井上さんは、15年ほど前に春秋会に
入会。60代後半を迎え、同年代の友人
たちも老人クラブで活動を始めたこと
から入会を決めました。活動の縮小や
解散する老人クラブもある中、春秋会
では、クロッケーや健康体操、料理教
室など幅広く活動を実施。会員が13人

　柚子が黄色くなると紙漉きシーズン
の冬が来たと感じます。いろんな楽し
みもあるので、四季を感じながら鬼北
生活を楽しんでいます！
　季節の変わり
目です。体調を
崩 し や す い の
で、皆さんお体
にはお気を付け
ください。早く
元の生活に戻る
よう、新型コロ
ナの収束も願っ
ています。

｢カルドー・ファイア｣が発生。私たち
の思い出の詰まった山小屋が燃えてし
まうのではないかと、不安な気持ちで
約２週間を過ごしました。奇跡的に山
小屋は無事だったものの、私たちの大
好きな森が、もう元には戻らないと思
うと悲しくなりました。
　現在、大規模な火災が発生している
のは、気候変動の影響もありますが、
森林管理がうまくいっていないことも
原因の一つです。この経験から、いつ
か自分の子どもたちに豊かな自然を見
せてあげるためにも、もっと自然を大
切にしていきたいと思いました。

ほどにまで減っていたときもありまし
たが、活動の楽しさを伝えながら入会
を呼びかけたことで、現在37人の方が
活動しています。
　今年で82歳になる井上さんの健康の
秘訣は運動と、人と交流をすること。
運動では、卓球やペタンク、クロッケー
の練習に毎週汗を流すそうです。
　合併時41クラブあった老人クラブ
は、現在34クラブにまで減少。会員数
も大幅に減っています。井上さんは「自
分たちが楽しむことが大切。交流を深
めて、活動を楽しみながら会員を募っ
ていきたい」と笑顔で話していました。

「四季を楽しむ２年目の鬼北生活」

「楽しく活動しながら老人クラブの活性化を」

「I want to cherish nature more」

地域おこし協力隊２年目

正
まさ

木
き

　健
たけ

夫
お

井
いの

上
うえ

　征
ゆく

廣
ひろ

 さん

▲雪に覆われた鬼王丸
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北宇和病院
だより

今

月

の

１

枚

秋
を
彩
る
彼
岸
花
。
国
遠
の

影
平
功
夫
さ
ん
の
お
庭
に
は
、

赤
、
白
、
ピ
ン
ク
、
黄
の
４
色

の
彼
岸
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

特
に
黄
色
の
花
は
と
て
も
珍
し

い
。
彼
岸
花
は
花
の
色
に
よ
っ

て
花
言
葉
が
異
な
る
そ
う
で
す
。

編
集
後
記

▼
北
宇
和
高
校
の
情
報
ビ
ジ
ネ

ス
部
が
挑
戦
し
て
い
る
リ
ア
ル

ビ
ジ
ネ
ス
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム「
リ

ア
ビ
ズ
」。
販
売
す
る
泉
貨
紙
を

使
っ
た
照
明
は
、
北
宇
和
高
校

の
地
方
創
生
委
員
会
ら
が
今
年

の
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
実

施
し
た
近
永
駅
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
イ
ベ
ン
ト
の
飾
り
付
け
が

き
っ
か
け
で
考
え
た
そ
う
で
す
。

町
の
特
産
品
が
活
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
、
高
校
生
た
ち
の
地

域
へ
の
思
い
を
感
じ
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
サ
イ
ト
を
ご
覧
に
な
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

（
史
）

No.19　今日からできる認知症予防
保健介護課　鬼北町包括支援センター　内線3121、3122

広報きほく　2021.11 22

　私たち人間は誰もが年を重ねると、何でもない所でつまずいてしまっ
た、すぐに疲れる、昨日何を食べたか思い出せない、知っている人なの
に名前が出てこない、など色々な機能が衰えてきます。物忘れも年齢と
ともに多くなる症状ですが、通常の脳の老化よりも早いスピードで、脳
細胞の減少や老廃物がたまっていくのが認知症です。
　一般的に物忘れは出来事の一部を忘れ、認知症は出来事自体を忘れて
しまうと言われていますが、物忘れだから大丈夫ではなく、誰しもがな
る可能性があるということです。「認知症になったらどうしよう」と必要
以上に心配し過ぎるのではなく、規則正しい生活を送ることで予防がで
きるよう意識していきましょう。
～予防の鍵は生活習慣病予防と脳の活性化～
１　生活習慣病を予防・治療する
　健康診断で高血圧（140/90以上）、高脂血症、糖尿病と言われたこと
ありませんか？アルツハイマー型認知症や脳血管性認知症は、糖尿病や
脳血管障害などと関連が強く、食事と運動に気をつけ、生活習慣病にな
らない生活を送ることや、生活習慣病を医師の指示に従って正しく治療
することが大切です。
２　外出や人と話す機会を作る
コロナ禍で思うように外出する機会を作ることが難しい時期ですが、

特別なことは必要ありません。近所の散歩や庭のお花に水をあげるだけ
でもＯＫです。会話も時間や内容の深さではなく、話をすることが大事
なので、会えない場合は電話での交流を続けましょう。
３　趣味活動を満喫する
　頭脳を刺激する趣味は、囲碁や将棋のようなボードゲーム、ギターや
ピアノの楽器演奏などが効果的です。塗り絵や手芸などの手先を動かす
趣味は、脳が刺激されて血流がよくなり、認知症を予防すると考えられ
ています。たくさんの脳トレ本が書店に並んでいるので自分が楽しめる
趣味を見つけましょう。毎日、日記をつけることもおすすめです。

インフルエンザ等
ワクチン接種について

　町内機関、町民の皆さんのご協力
のもとに、町内における新型コロナ
ウイルスワクチン接種も10月１日時
点で、希望される町民のほぼ全てに
接種を完了することができました。
　10月中旬以降は例年通りインフル
エンザのワクチン接種のご案内をさ
せていただいております。昨年はマ
スクや手洗いなど感染予防の徹底に
より、インフルエンザの発生数は激
減しましたが、ご高齢の方は重症化
のリスクを考え、ワクチンの接種を
お勧めします。
　また、65歳以上の方で、肺炎球菌
の予防注射を受けられていない方は、
この機会に役場保健介護課、かかり
つけ病院等にご相談いただき、接種
を検討していただければと思います。
　なお、新型コロナワクチンの３回
目以降の接種につきましても国の方
針が決定次第ご案内をさせていただ
きます。
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食生活改善推進協議会　健康づくり応援レシピ ―食生活改善推進協議会日吉支部―

秋の味覚を楽しもう『栗入り五目炊き込みご飯』
　スポーツの秋、読書の秋、行楽の秋、そして食欲の秋。実りの秋を迎え、この季節は新米
が出回りご飯がおいしくなる上に、栗や、きのこ、かぼちゃ、さつまいも、ぶどう、鮭、秋
刀魚など、食欲を刺激されるものがたくさんあります。
　芋や栗、果物などには糖質が多く含まれており、食べ過ぎには気を付けたいですが、澄ん
だ空気と、ほっくりとした実りを味わうのは、この季節ならではの楽しみ。今回は、そんな
秋の旬を感じる一品をご紹介します。

材料（茶碗５杯分） 作り方

1人当たりの栄養量

米…２合、鶏もも肉…150ｇ、人参…１／４本、しいたけ…２枚、
ごぼう…１／４本、油揚げ…１／２枚、生栗…300ｇ
Ａ（酒…大さじ１、醤油…小さじ１）
Ｂ（みりん…大さじ２、塩…小さじ１／２、醤油…大さじ１、だし
汁…400ml）

エネルギー：435㎉　たんぱく質：14.1g　脂質：2.9g
炭水化物：84.0g　食塩相当量：1.7g

❶ 米は洗米してザルにあげて水気をきる。
❷ 人参は２cmの長さの細切りにする。しいたけは石づきを切り、薄切

りにする。ごぼうはささがきにして水につけてアク抜きをする。
❸ 油揚げは熱湯をかけて油抜きをし、半分に切り５mm幅に切る。鶏肉

は皮を除き、小さめの一口大に切る。栗は好みの大きさに切る。
❹ボウルに鶏肉、Ａを入れて揉み込む。
❺ 炊飯器の内釜に米を入れ、Ｂの調味料を加える。だし汁を２合の目

盛りまで加えて全体を混ぜる。
❻人参、しいたけ、ごぼう、油揚げ、鶏肉、栗をのせて広げ炊飯する。


	kihoku_2111_01-24-高解像度

